
第
六
の
表
貯
講
e

１
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

貯
講
e

２

（
貯
水
槽
清
掃

作
業
監
督
者
講

習
）

規
則
第
二
十
八

条
第
四
号
イ
に

規
定
す
る
講
習

社
団
法
人
全

国
建
築
物
飲

料
水
管
理
協

会

東
京
都
港
区

虎
ノ
門
二
丁

目
九
番
地
十

四
号

社
団
法
人
全

国
建
築
物
飲

料
水
管
理
協

会

東
京
都
港
区
虎

ノ
門
二
丁
目
九

番
地
十
四
号

平
成
二
十
四

年
二
月
十
四

日

第
六
の
表
貯
再
e

１
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

貯
再
e

２

（
貯
水
槽
清
掃

作
業
監
督
者
再

講
習
）

規
則
第
二
十
八

条
第
四
号
ロ
に

規
定
す
る
講
習

社
団
法
人
全

国
建
築
物
飲

料
水
管
理
協

会

東
京
都
港
区

虎
ノ
門
二
丁

目
九
番
地
十

四
号

社
団
法
人
全

国
建
築
物
飲

料
水
管
理
協

会

東
京
都
港
区
虎

ノ
門
二
丁
目
九

番
地
十
四
号

平
成
二
十
四

年
二
月
十
四

日

平成™›年š月™�日 月曜日 第œ���号官 報

労
働
安
全
衛
生
規
則
第
二
十
四
条
の
十
四
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
危
険

有
害
化
学
物
質
等

労
働
安
全
衛
生
規
則
第
二
十
四
条
の
十
四
第
一
項
の
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
危
険
有
害
化
学
物
質
等
は
、
日
本

工
業
規
格
Ｚ
七
二
五
三
（
Ｇ
Ｈ
Ｓ
に
基
づ
く
化
学
品
の
危

険
有
害
性
情
報
の
伝
達
方
法
e

ラ
ベ
ル
、
作
業
場
内
の
表

示
及
び
安
全
デ
ー
タ
シ
ー
ト
（
Ｓ
Ｄ
Ｓ
））の
附
属
書
Ａ

（
Ａ
m４
を
除
く
。）の
定
め
に
よ
り
危
険
有
害
性
ク
ラ
ス
、

危
険
有
害
性
区
分
及
び
ラ
ベ
ル
要
素
が
定
め
ら
れ
た
物
理

化
学
的
危
険
性
又
は
健
康
有
害
性
を
有
す
る
も
の
と
す

る
。第

六
の
表
貯
研
e

26
の
項
住
所
及
び
事
業
所
の
所
在
地
の
欄
中
「
水
前
寺
六
丁
目
二
番
十
四
号
」
を
「
水
前
寺
公
園

十
六
番
四
十
号
」
に
改
め
る
。

第
八
の
表
防
研
e

17
の
項
氏
名
又
は
名
称
及
び
事
業
所
の
名
称
の
欄
中
「
社
団
法
人
」
を
「
公
益
社
団
法
人
」
に
改

め
、
同
表
防
研
e

20
の
項
事
業
所
の
名
称
の
欄
中
「
福
岡
県
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
会
」
を
「
一
般
社
団
法
人
福
岡

県
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
会
」
に
改
め
、
同
表
防
研
e

24
、
防
研
e

31
及
び
防
研
e

33
の
項
を
削
り
、
同
表
防
研
e

35
の
項
事
業
所
の
名
称
の
欄
中
「
社
団
法
人
」
を
「
一
般
社
団
法
人
」
に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
五
十
一
号

労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成

二
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
労

働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二

号
）
第
二
十
四
条
の
十
四
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
二
十
四
条
の
十
四
第
一
項
第

二
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
標
章
を

次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用

す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

労
働
安
全
衛
生
規
則
第
二
十
四
条
の
十
四
第
一
項

第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
標
章

労
働
安
全
衛
生
規
則
第
二
十
四
条
の
十
四
第
一
項
第
二

号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
標
章
は
、
日
本
工
業
規
格

Ｚ
七
二
五
三
（
Ｇ
Ｈ
Ｓ
に
基
づ
く
化
学
品
の
危
険
有
害
性

情
報
の
伝
達
方
法
e

ラ
ベ
ル
、
作
業
場
内
の
表
示
及
び
安

全
デ
ー
タ
シ
ー
ト（
Ｓ
Ｄ
Ｓ
））に
定
め
る
絵
表
示
と
す
る
。

た
だ
し
、
同
項
の
容
器
又
は
包
装
に
次
に
掲
げ
る
標
札
若

し
く
は
標
識
又
は
ラ
ベ
ル
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
当
該
標
札
若
し
く
は
標
識
又
は
ラ
ベ
ル
に
示
さ
れ

る
記
号
と
す
る
。

一

船
舶
に
よ
る
危
険
物
の
運
送
基
準
等
を
定
め
る
告

示（
昭
和
五
十
四
年
運
輸
省
告
示
第
五
百
四
十
九
号
）

第
一
号
様
式
に
掲
げ
る
標
札
又
は
標
識

二

航
空
機
に
よ
る
爆
発
物
等
の
輸
送
基
準
等
を
定
め

る
告
示
（
昭
和
五
十
八
年
運
輸
省
告
示
第
五
百
七
十

二
号
）
第
二
号
様
式
に
掲
げ
る
ラ
ベ
ル

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
五
十
二
号

建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
二
号
）
第
二
十
八

条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
五
条
の
十
六
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
に
お

い
て
準
用
す
る
第
二
十
五
条
の
十
六
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保

に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
一
項
第
一
号
等
の
登
録
を
し
た
旨
を
公
示
す
る
件
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三

百
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
五
十
三
号

確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
二
号
）
第
四
十
三
条
第
二
項
第
一
号
の
規

定
に
基
づ
き
、
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
第
四
十
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
予
定
利
率
の

下
限
及
び
基
準
死
亡
率
（
平
成
十
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十

四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

本
則
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

平
成
二
十
四
年
度

年
率
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
五
十
四
号

確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
二
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
規

定
に
基
づ
き
、
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
第
五
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
予
定
利
率
（
平
成
十
五
年

厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

第
一
号
中
「
平
成
二
十
二
年
度
」
を
「
平
成
二
十
三
年
度
」
に
、「
二
・
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
二
・
三
二
パ
ー
セ

ン
ト
」
に
改
め
る
。

第
二
号
中
「
平
成
二
十
三
年
度
」
を
「
平
成
二
十
四
年
度
」
に
、「
二
・
三
二
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
二
・
二
四
パ
ー
セ

ン
ト
」
に
改
め
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
八
十
九
号

厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組

合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済

組
合
法
等
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
存
続
組

合
が
支
給
す
る
特
例
年
金
給
付
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成

十
四
年
政
令
第
四
十
五
号
）
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
十
九
年
十
月
十
一
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千

二
百
二
十
五
号
（
厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団

体
職
員
共
済
組
合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業

団
体
職
員
共
済
組
合
法
等
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
の
施
行

に
伴
う
存
続
組
合
が
支
給
す
る
特
例
年
金
給
付
等
に
関
す

る
政
令
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
農
林
水
産
大
臣
が

指
定
す
る
法
人
を
指
定
す
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
六
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

第
四
百
二
十
三
号
の
次
に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

四
百
二
十
四

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
エ
イ
高
知
市

高
知
県

高
知
市
東
秦
泉
寺
七
十
番
地
一

平
成
二
十
三
年
十
月

四
百
二
十
五

三
種
町
土
地
改
良
区

秋
田
県
山
本
郡
三

種
町
鵜
川
字
岩
谷
子
八
番
地

平
成
二
十
三
年
十
一
月

四
百
二
十
六

花
泉
土
地
改
良
区

岩
手
県
一
関
市
花
泉

町
涌
津
字
一
ノ
町
二
十
九
番
地

平
成
二
十
三
年
十
二

月
四
百
二
十
七

海
野
漁
業
協
同
組
合

三
重
県
北
牟
婁
郡

紀
北
町
紀
伊
長
島
区
海
野
百
九
十
一
番
地
一

平
成
二

十
四
年
一
月

四
百
二
十
八

北
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
協
同
組
合

北
海
道

紋
別
郡
興
部
町
字
興
部
五
百
十
八
番
地

平
成
二
十
四

年
二
月

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
五
十
五
号

厚
生
年
金
基
金
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
第
三
十
九
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生

年
金
基
金
令
第
三
十
九
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
予
定
利
率
及
び
予
定
死
亡
率
（
平
成
九
年
厚
生
省
告
示
第
八
十
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

第
一
号
中
「
平
成
二
十
二
年
度
」
を
「
平
成
二
十
三
年
度
」
に
、「
二
・
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
二
・
三
二
パ
ー
セ

ン
ト
」
に
改
め
る
。

第
二
号
中
「
平
成
二
十
三
年
度
」
を
「
平
成
二
十
四
年
度
」
に
、「
二
・
三
二
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
二
・
二
四
パ
ー
セ

ン
ト
」
に
改
め
る
。
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